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十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
平
成
30
年

３
月
１
日
か
ら
新
は
し
ご
車
の
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

旧
は
し
ご
車
は
平
成
元
年
に
配
備
さ
れ
、

約
30
年
に
わ
た
り
地
域
を
守
っ
て
き
ま
し
た

が
、
老
朽
化
に
伴
い
更
新
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
配
備
さ
れ
た
は
し
ご
車
は
、
３
段
階

に
伸
び
る
は
し
ご
と
、
そ
の
先
に
曲
が
る
は

し
ご
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
の

直
進
型
は
し
ご
車
で
は
回
避
し
づ
ら
か
っ
た

電
柱
・
電
線
・
フ
ェ
ン
ス
と
い
っ
た
高
所
に

あ
る
障
害
物
も
、
こ
の
伸
縮
と
屈
折
の
２
つ

の
は
し
ご
機
能
に
よ
っ
て
簡
単
に
目
的
地
点

へ
接
近
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
屈
折
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
車
両

の
停
止
し
た
場
所
か
ら
下
方
向
に
も
６
ｍ
ま

で
稼
働
が
可
能
で
あ
り
、
橋
脚
か
ら
河
川
へ

の
水
難
救
助
や
崖
下
な
ど
で
の
活
動
に
も
大

き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。

伸
び
る
　
曲
が
る
　
今
度
の

は
し
ご
車
は
と
に
か
く
す
ご
い
！

車両概要

はしご車

その実力
屈折はしご付消防ポンプ自動車

新

小
回
り
の
利
く
車
体
は

ど
ん
な
場
所
で
も
駆
け
つ
け
る

　

新
は
し
ご
車
は
旧
は
し
ご
車
よ
り
も
全
長

が
２
ｍ
短
く
、
約
９
ｍ
に
抑
え
ら
れ
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
車
体
で
、
狭
い
道
路
へ
も
進
入
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
こ
に
で
も
駆
け
つ
け
、
よ
り
多
様
な
災

害
に
対
応
す
る
新
は
し
ご
車
の
導
入
に
よ
り
、

地
域
の
安
心
・
安
全
へ
の
期
待
に
一
層
応
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
外
付
け
の
可
搬
ポ
ン
プ
か
ら

は
し
ご
に
沿
っ
て
伸
ば
し
た
ホ
ー
ス
に
よ
り

バ
ス
ケ
ッ
ト
か
ら
放
水
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
新
は
し
ご
車
で
は
ポ
ン
プ
を
備
え
、
伸

縮
式
の
配
管
に
よ
り
素
早
く
高
所
放
水
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
車 

＋ 

は
し
ご
車 

＝

消
火
と
救
助
ど
ち
ら
に
も
対
応
！

バスケットから最大毎分 1,900 リットル（注１）
の大量放水が可能であり、地上からは接近困難な
火災にも上部からアプローチできます。

はしごの操作はバスケット側でも可能です。
バスケットには左右 45°の首振り機能が備
えられ、常に建物の正面に乗降口を接近さ
せることができます。

屈折するはしご機能により電線や屋上フェンス、アー
ケードなどの障害物を乗り越えて、目的地点まで接近
することができます。

解説
徹底

車両周辺の広範囲にわたってバスケットを地上に接地可能
なため、安全な場所でバスケットから乗り降りすることがで
きます。

「はしご車＝高所」のイメージを覆す下方向への進入操
作が可能となり、活動の幅がさらに拡大しています。

特
集 新はしご車運用開始

救
助

消
火

は
低
所

高
所と
と

そ
の

は
し
ご
車

注１：隊員が持つホースによる放水の４～５倍の放水量。

全長	 9.05m

全幅	 2.49m

全高	 3.65m

ホイルベース	 4.80m

車両総重量	 16.74t

総排気量	 8,860cc

最高地上高	 25m

最大作業半径	 16.5m

バスケット	 270kg

積載荷重	 又は３人

実
力
を

示
す
。
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管内人口の 23 人に 1 人の割合で

救急搬送されたことになります !!

消防団
員
募
集
中

消防だより火の用心　　     ４

　
　

　

▼
火
災
の
原
因
を
見
る
と
、
時
代
の
流
れ
や
世
相
を

反
映
す
る
鏡
と
し
て
見
え
て
き
ま
す
。
昔
は
、「
豆
炭
」

や
「
マ
ッ
チ
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
ス

ト
ー
ブ
や
古
い
電
気
機
器
な
ど
が
目
立
ち
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
地
域
は
、「
た
き
火
」
や
「
火
入
れ
」
が

多
い
の
が
特
徴
的
で
す
。
特
に
、
少
雪
で
雪
消
え
が

早
い
と
比
較
的
多
く
な
る
傾
向
で
す
が
、
平
成
29
年

は
、
雪
消
え
が
早
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
例
年
よ

り
少
な
く
、
こ
れ
は
消
防
団
の
広
報
活
動
が
成
果
と

し
て
現
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

▼
救
急
件
数
は
、
近
年
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
傾
向

に
あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
３
千
件
を
越
え

る
見
込
み
で
す
。
件
数
が
多
く
な
る
と
必
然
的
に

救
急
車
の
現
場
到
着
が
遅
く
な
り
（
平
成
８
年
は

全
国
平
均
で
６
分
→
平
成
29
年
は
8.5
分
）、
救
命
率

に
大
き
く
影
響
が
で
ま
す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
の

は
、
救
急
車
の
適
正
利
用
と
普
通
救
命
講
習
受
講

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
未
然
に
ケ
ガ
や
病
気

を
し
な
い
「
予
防
救
急
」
と
い
う
知
識
を
学
ぶ
こ

と
も
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
春
日

数から見える

求
ム

消防団係 025-757-1556

男性女性

数から見える

人

救急搬送人員

年齢別
搬送人員

傷病程度別
搬送人員

新生児
乳幼児
少　年
成　年
高齢者

7 人
76 人

91 人
680 人

1907 人

主な火災原因

たき火 (4 件 )
ストーブ (3 件 )
電気装置 (2 件 )
風呂かまど ( 以下 1 件 )
排気管
取灰
たばこ
配線
灯火
煙突・煙道
こんろ
その他不明調査中 (8 件 )

件

救急

昨年比＋ 67 件
件

火災

昨年比－ 5 件
火災種類別

昨年比＋ 51 人

軽症が
約４割 !!

林野火災
その他火災
!! 減少 !!

建物火災
!! 増加 !!

１日に約８件の

救急出動 !!

約 7割 !!
65 歳以上の高齢者が
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